
外国人住民のための

日本語

外国人住民のための

外国人住民のための

日本と、他の国・地域では、生活のルールやマナーが違います。

ルールやマナーを知らないと、トラブルに巻き込まれてしまうことがあ

ります。  日本のルールやマナーを正しく理解して、安全で安心な生活を

送れるようにしましょう。

日
に

本
ほん

と、他
ほか

の国
くに

・地
ち

域
いき

では、生
せい

活
かつ

のルールやマナーが違
ちが

います。

ルールやマナーを知
し

らないと、トラブルに巻
ま

き込
こ

まれてしまう

ことがあります。  日
に

本
ほん

のルールやマナーを正
ただ

しく理
り

解
かい

して、

安
あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

な生
せい

活
かつ

を送
おく

れるようにしましょう。

日
に

本
ほん

語
ご

外
が い

国
こ く

人
じ ん

住
じゅう

民
み ん

の た め の
せい かつ



生
せ い

活
か つ

のルールやマナー

地
ち

域
い き

の人
ひ と

と仲
な か

良
よ

くなるために

近
ちか

くの家
いえ

の人
ひと

と会
あ

ったら、あいさつをしましょう。

ほかの住
じゅう

民
み ん

に迷
め い

惑
わ く

をかけないために気
き

を付
つ

けること

部
へ

屋
や

や廊
ろう

下
か

、ベランダで大
おお

きな声
こえ

で騒
さわ

いではいけません。

大
おお

きな音
おと

で音
おん

楽
がく

をかけるのはいけません。

みんなで使
つか

うところ（廊
ろう

下
か

、階
かい

段
だん

など）に、物
もの

を置
お

いてはいけません。

借
か

りている部
へ や

屋や購
こう

入
にゅう

した部
へ や

屋に、許
きょ

可
か

なくお金
かね

を取
と

ってほかの人
ひと

を泊
と

めては
いけません。

自
じ

転
てん

車
しゃ

、車
くるま

は決
き

められたところに置
お

きましょう。

動
どう

物
ぶつ

を飼
か

いたいときは、はじめに飼
か

うことができる部
へ

屋
や

か確
かく

認
にん

しましょう。

借
か

りている部
へ

屋
や

で気
き

を付
つ

けること

このリーフレットに使
し

用
よう

する表
ひょう

現
げん

について

部
へ

屋
や

をほかの人
ひと

に貸
か

すことはできません。

勝
かっ

手
て

にほかの人
ひと

と住
す

むことはできません。

賃
ちん

貸
たい

契
けい

約
やく

書
しょ

の内
ない

容
よう

を守
まも

りましょう。わからないときは大
おお

家
や

さん
に聞

き

きましょう。

近
ちか

くの家
いえ

の人
ひと

と仲
なか

良
よ

くなれば

 あなたが困
こま

ったときに相
そう

談
だん

ができます。
 火

か
事
じ

や地
じ

震
しん

が起
お

きたときに、助
たす

け合
あ

うこともできます。

 やってはいけないことを表
あらわ

します。

特
とく

に、夜
よる

遅
おそ

くや朝
あさ

早
はや

くに大
おお

き
な音

おと
を出

だ
さないように気

き
を付

つ

けましょう。



ごみ・資
し

源
げ ん

の出
だ

し方
か た

のルールやマナー

ごみ・資
し

源
げ ん

を出
だ

す前
ま え

に分
わ

ける

大
お お

きなごみを出
だ

すとき

決
き

まった曜
よ う

日
び

・時
じ

間
か ん

にごみや資
し

源
げ ん

を出
だ

す

ごみや資
し

源
げん

を出
だ

すときは、種
しゅ

類
るい

ごとに分
わ

けましょう。

種
しゅ

類
るい

は、燃
も

やすごみ、燃
も

やさないごみ、プラマーク  、資
し

源
げん

があります。

家
か

具
ぐ

や家
か

庭
てい

用
よう

品
ひん

などの、一
いっ

辺
ぺん

の長
なが

さがおおむね 30ｃｍを超
こ

える大
おお

きなごみを「粗
そ

大
だい

ごみ」といいます。

粗
そ

大
だい

ごみを出
だ

すときはお金
かね

がかかります。また、事
じ

前
ぜん

の申
もう

し込
こ

みが必
ひつ

要
よう

です。

種
しゅ

類
るい

ごとに、収
しゅう

集
しゅう

する曜
よう

日
び

と出
だ

す時
じ

間
かん

が決
き

まっています。

前
まえ

の日
ひ

や夜
よる

に、ごみや資
し

源
げん

を出
だ

すことはやめましょう。

電
で ん

車
し ゃ

・バスを利
り

用
よ う

するときは、次
つ ぎ

のことに気
き

を付
つ

けましょう

駅
えき

のホームやバス停
てい

では、列
れつ

に並
なら

んで待
ま

ちましょう。

車
しゃ

内
ない

では、大
おお

きな声
こえ

で話
はな

してはいけません。

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

はマナーモードにして、通
つう

話
わ

はしないようにしましょう。

自
じ

分
ぶん

の荷
に

物
もつ

がまわりの人
ひと

の迷
めい

惑
わく

にならないようにしましょう。

電
でん

車
しゃ

に乗
の

るときは、ドアが開
ひら

いたら、中
なか

から人
ひと

が降
お

りてくるの
を待

ま

ちましょう。

電
で ん

車
し ゃ

・バスのルールやマナー

英
えい

語
ご

粗
そ

大
だい

ごみ 冊
さっ

子
し
（日

に
本
ほん

語
ご

）中
ちゅう

国
ごく

語
ご

韓
かん

国
こく

語
ご

ごみと資
し

源
げん

の分
わ

け方
かた

・出
だ

し方
かた

ホームページパンフレット



自
じ

転
て ん

車
し ゃ

の交
こ う

通
つ う

ルール

その他
ほ か

スマートフォン、イ
ヤホンを使

し
用
よう

しなが
らの運

うん
転
てん

禁
きん

止
し

二
ふ た り

人乗
の

りの禁
きん

止
し

傘
かさ

差
さ

し運
うん

転
てん

の禁
きん

止
し

車
しゃ

道
どう

の左
ひだり

側
がわ

を走
はし

りましょう。

交
こう

差
さ

点
てん

では信
しん

号
ごう

を守
まも

り、一
いち

時
じ

停
てい

止
し

しましょう。

例
れい

外
がい

的
てき

に歩
ほ

道
どう

を走
はし

る場
ば

合
あい

は、歩
ほ

行
こう

者
しゃ

が優
ゆう

先
せん

です。車
しゃ

道
どう

寄
よ

りの部
ぶ

分
ぶん

をすぐに止
と

まることができる速
そく

度
ど

で走
はし

りましょう。

自
じ

転
てん

車
しゃ

は駐
ちゅう

輪
りん

場
じょう

に停
と

めましょう。

ヘルメットを着
ちゃく

用
よう

しましょう。

外
が い

出
しゅつ

中
ちゅう

にごみが出
で

たとき

ごみを道
どう

路
ろ

などに捨
す

ててはいけません。

ごみ箱
ばこ

がなければ、家
いえ

に持
も

ち帰
かえ

りましょう。

たばこを吸
す

う方
か た

へ

公
こう

共
きょう

の場
ば

所
しょ

（道
どう

路
ろ

・公
こう

園
えん

・広
ひろ

場
ば

）でたばこを吸
す

ってはいけません。

たばこは決
き

められた場
ば

所
しょ

（喫
きつ

煙
えん

所
じょ

）で吸
す

いましょう。

吸
す

い終
お

わったたばこを、道
どう

路
ろ

に捨
す

ててはいけません。

飲
いん

酒
しゅ

運
うん

転
てん

の禁
きん

止
し



災
さ い

害
が い

に備
そ な

えて

起
お

きる前
ま え

にすること

起
お

きたときにすること

準
じゅん

備
び 水

みず

や食
た

べ物
もの

、携
けい

帯
たい

トイレなど生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

なものを用
よう

意
い

しましょう（3
み っ か

日分
ぶん

以
い

上
じょう

）。

確
かく

認
にん 避

ひ

難
なん

する場
ば

所
しょ

を調
しら

べておきましょう。

身
み

の安
あん

全
ぜん テーブルや机

つくえ

の下
した

に隠
かく

れましょう。

消
け

す 火
ひ

を使
つか

っていたら、消
け

しましょう。

在
ざい

宅
たく

避
ひ

難
なん 家

いえ

が安
あん

全
ぜん

なときは、家
いえ

にいましょう。

逃
に

げ る 家
いえ

に住
す

めないときは、避
ひ

難
なん

所
じょ

に逃
に

げましょう。

日
に

本
ほん

は地
じ

震
しん

などの災
さい

害
がい

が多
おお

い国
くに

です。

中
ちゅう

央
おう

区
く

防
ぼう

災
さい

ポータル

外
が い

国
こ く

人
じ ん

向
む

け情
じょう

報
ほ う

提
て い

供
きょう

中
ちゅう

央
おう

区
く

ホームページ

生
せい

活
かつ

ガイドブック

外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

へ（中
ちゅう

央
おう

区
く

ホームページ）

区
く

のおしらせ「ちゅうおう」（広
こう

報
ほう

紙
し

）

区
く

の行
ぎょう

政
せい

サービスやイベント情
じょう

報
ほう

など
を多

た
言
げん

語
ご

で掲
けい

載
さい

しています。

区
く

での暮
く

らしに慣
な

れていただけるよう、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な行
ぎょう

政
せい

サービスなどの情
じょう

報
ほう

をわかりやすく掲
けい

載
さい

しています。

区
く

での生
せい

活
かつ

で役
やく

に立
た

つ情
じょう

報
ほう

を紹
しょう

介
かい

しています。

毎
まい

月
つき

２回
かい

、区
く

の事
じ

業
ぎょう

、催
もよお

し物
もの

、まちの話
わ

題
だい

などの
情
じょう

報
ほう

を多
た

言
げん

語
ご

で掲
けい

載
さい

しています。

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

簡
かん

体
たい

、韓
かん

国
こく

語
ご

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

簡
かん

体
たい

、韓
かん

国
こく

語
ご

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

繁
はん

体
たい

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

簡
かん

体
たい

、韓
かん

国
こく

語
ご

、
タイ語

ご
、ポルトガル語

ご
、スペイン語

ご
、イン

ドネシア語
ご

、ベトナム語
ご

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

やさしい日
に

本
ほん

語
ご

、英
えい

語
ご



中
ちゅう

央
おう

区
く

外
がい

国
こく

語
ご

通
つう

訳
やく

サービス

中
ちゅう

央
おう

区
く

文
ぶん

化
か

・国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

振
しん

興
こう

協
きょう

会
かい

（ＣＣＩＥＡ）について

中
ちゅう

央
おう

区
く

外
がい

国
こく

語
ご

通
つう

訳
やく

コールセンター タブレット端
たん

末
まつ

による通
つう

訳
やく

サービス

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

へ必
ひつ

要
よう

なサービスを速
すみ

やかにご案
あん

内
ない

できるよう多
た

言
げん

語
ご

対
たい

応
おう

の通
つう

訳
やく

コールセンターを開
かい

設
せつ

しています。また、区
く

役
やく

所
しょ

の窓
まど

口
ぐち

では、タブレット端
たん

末
まつ

を
用
もち

いたテレビ電
でん

話
わ

通
つう

訳
やく

などをご利
り

用
よう

いただけます。

「中
ちゅう

央
おう

区
く

文
ぶん

化
か

・国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

振
しん

興
こう

協
きょう

会
かい

」では、ボランティアの人
ひと

と日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

する
「日

に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

」や、外
がい

国
こく

人
じん

と日
に

本
ほん

人
じん

が文
ぶん

化
か

を通
つう

じて交
こう

流
りゅう

できる「国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

サロン」、
「国

こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

のつどい」などを開
ひら

いています。

タブレット端
たん

末
まつ

を通
つう

じて、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

と区
く

職
しょく

員
いん

の会
かい

話
わ

を通
つう

訳
やく

するテレビ電
でん

話
わ

通
つう

訳
やく

や機
き

械
かい

通
つう

訳
やく

をご利
り

用
よう

いただけます。

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

、ポルトガル語
ご

、スペイン
語
ご

、ベトナム語
ご

、タガログ語
ご

、ネパール語
ご

、インド
ネシア語

ご
、タイ語

ご
、ロシア語

ご
、ヒンディー語

ご
、フラ

ンス語
ご

（機
き

械
かい

通
つう

訳
やく

は 31 言
げん

語
ご

）

電
でん

話
わ 0570-054222

（通
つう

話
わ

料
りょう

は自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

）

受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び
（祝

しゅく
日
じつ
・年

ねん
末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）

午
ご

前
ぜん

8 時
じ

30 分
ぷん

～午
ご

後
ご

5 時
じ

場
ば

所
しょ

新
しん

富
とみ

1-13-24 中
ちゅう

央
おう

区
く

役
やく

所
しょ

新
しん

富
とみ

分
ぶん

庁
ちょう

舎
しゃ

３階
かい

電
でん

話
わ

03-3297-0251

受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん 月

げつ
～金

きん
曜
よう

日
び

、第
だい

2・第
だい

3・第
だい

4 土
ど

曜
よう

日
び

　午
ご

前
ぜん

8 時
じ

30 分
ぷん

～午
ご

後
ご

5 時
じ

　
※休

きゅう
日
じつ

と 12 月
がつ

29 日
にち

～ 1 月
がつ

３
み っ か

日はお休
やす

み

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

、
ポルトガル語

ご
、スペイン語

ご
、他

ほか
8 言

げん
語
ご

緊
き ん

急
きゅう

のとき 外
がい

国
こく

語
ご

（一
いち

部
ぶ

）にも対
たい

応
おう

しています。

事
じ

件
けん

や事
じ

故
こ

のとき 火
か

事
じ

や急
きゅう

な病
びょう

気
き

、けがのとき

電
でん

話
わ

  110 電
でん

話
わ

  119
警
けい

察
さつ

官
かん

を呼
よ

びます。  火
か

事
じ

･･････････････  消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

を呼
よ

びます。

 急
きゅう

な病
びょう

気
き

やけが････  救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を呼
よ

びます。

編
へん

集
しゅう

・発
はっ

行
こう

　令
れい

和
わ

8 年
ねん

（2026 年
ねん

）8 月
がつ

　中
ちゅう

央
おう

区
く

区
く

民
みん

部
ぶ

文
ぶん

化
か

・生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

課
か

お金
かね

は
かかりません。
緊
きん

急
きゅう

の時
とき

にだけ
電
でん

話
わ

しましょう。

外国人住民のための

日本語

外国人住民のための

外国人住民のための

日本と、他の国・地域では、生活のルールやマナーが違います。

ルールやマナーを知らないと、トラブルに巻き込まれてしまうことがあ

ります。  日本のルールやマナーを正しく理解して、安全で安心な生活を

送れるようにしましょう。

外
が い

国
こ く

人
じ ん

住
じゅう

民
み ん

の た め の


